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イ）低速ダクトとする。

※　塩化ビニルライニング鋼管        （　・　SGP-VB　　　　・　SGP-FVB　）

（○印のついたものを適用する）

２　建　物　概　要

３　工　事　種　目

適用
項　　目 特　　記　　事　　項

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

１

Ⅰ　工　事　概　要

建物別
工事種目

建　物　名　称 階　　数構　　　　造 消防法令別表１ 備　　考

機             材

工　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

建　　　　　　　　　　物
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般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

延べ面積（㎡）

１　　共通仕様

２　　特記仕様

1)　　適用項目番号に○印のついたものを適用する。

2)　　特記事項のうち選択する事項は○印のついたものを適用する。ただし○印のない場合は※印を適用する。

Ⅱ　工　事　仕　様

岡山市建築設備工事（機械）仕様書

　岡山市公共建築課機器材料等指定名簿に規定するものとし、同等品とする場合は監督員の承諾を受

　ける。図示する品番・寸法・姿図及び形状は参考であり、製品及び製造所を指定するものではない。

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)

Ｍ

ガス栓

メータ

絶縁継手

絶縁継手

マグネシウム陽極

本管

３
．
０
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②　中間圧・中圧埋設配管の場合は埋設延長にかかわらず絶縁継手とマグネシウム陽極を取り付ける

③　その他埋設配管場所が酸性の強い土壌、腐蝕性の強い薬品を扱う工場敷地及びその周辺、湿地帯、

海水の影響を受ける場所、鉱さい等による埋立地等、特に腐蝕性が強いと判断される場所の場合は、

防食措置を別途検討する。

設計用温湿度条件１

（温湿度調整目標値）

ド レ ン 管

冷水・温水・冷温水管

・　配管用炭素鋼鋼管（白管）

２

３ ・硬質ポリ塩化ビニル管（VP） ・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発砲三層管（RF-VP）　　
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節水機構とする。

温水洗浄便座は、次の機能を有するほか、JIS A 4422(温水洗浄便座)によるものとする。５

４

３

２

１ 大便器・小便器

洗浄用タンク

洗浄用タンク固定金物

大便器用洗浄弁

温水洗浄便座
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房
・
　
換
　
気
　
設
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・　衛生器具設備

・　給水設備

・　排水設備

・　給湯設備

また、図示する形状及び配管などの取出し位置により、特定製造業者の製品を指示、限定しない。

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達

・　給水引込負担金　　　（　※　別途　　・　本工事）

イ）電動機出力、燃料消費量等は、原則として表示された値以下とする。

ロ）機器類の能力、容量等は原則として表示された値以上とする。

電気容量及び機器表示

負　　　担　　　金

・　ガス引込負担金　　　（　※　別途　　・　本工事）

ロ）特記なき電線管は薄鋼電線管又は監督員の承諾を得た場合は同一外径のねじなし電線管とす

・　ボイラ及び冷温水機等の付属盤の始動スイッチ二次側に、煤煙濃度計用電源端子を設ける。
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９

８ 説　　　明　　　板

装置などの取り扱い要領を記載した説明板を作成し、指示する箇所に取付ける。

主任技術者等の資格

工事用電力、水、その他

２

３

４

５

６

７

（埋設配管は23による）

技 能 士 の 適 用

工 事 用 仮 設 物

土　　　工　　　事  

発　生　材　の　処　理

イ）埋め戻し土は　　・　山砂の類　　・　根切り土の中の良質土

・ 配管施工（建築配管作業） ・ 熱絶縁施工　・ 冷凍空気調和機器施工　・ 建築板金技能士

ロ）残土処分は　　　　　　※　構外に搬出し適切に処理 ※　As,Coは適法に処理すること

引渡しを要するもの　　　　※　なし  ・　あり（　・　機器類　　・　配管材料　　・　　　）

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きの費用はすべて受注者の負担とする。

監督員と協議のうえ、設備機器類（ボイラ、冷凍機、各種ポンプ、空気調和機など）及び一連の

吹出口・吸込口10

ヘ）ドレンパンは　　・　ＳＵＳ製　　　　・　鋼板製　　　　・　合成樹脂製

ホ）遠方操作スイッチのプレートは金属製とする。

ニ）遠方操作スイッチの渡り配線　　　　　※　本工事　　　　・　別途工事

ハ）遠方操作スイッチの渡り配管　　　　　・　本工事　　　　・　別途工事

ロ）・　定流量弁（　・　ダイヤフラム式流量可変式　　　　　・　カートリッジオリフィス形）取付

イ）・　流量調整弁を取付

※　断熱材被覆銅管（標準仕様書による）　　　　・　機器の標準品（保温共）

ファンコイルユニット９

８ 弁　　　　　類

冷　媒　配　管

・　配管用炭素鋼鋼管（黒管）油　　　　　管

膨張・空気抜き・補給水管５

６

７

冷 却 水 管４

JIS又はJV 5K とする。ただし、特記部分は 10K とする。

・　結露防止層付硬質塩化ビニル管　　　　・　硬質ポリ塩化ビニル管(カラーVP)

※　防露形陶器製とする。　　　　　　　　　　・　設計図による。

※　フタ固定金物付とする。　　　　　　　　　・　設計図による。

陶製又はプラスチック製の注意板の取付けは　　※　設計図による。　　・　取付ける。

監督員の指示による。陶　器　の　色６

親メータは水道事業者からの借用、子メータは買取りとする。

※　水道事業者の指定品とする。 ・　その他

ハ）地中配管用

ロ）土間配管、コンクリート壁中

量　　水　　器

管　　　　　類３

２

１

・　架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　・　ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管

下記のものは本仕様による。

・　架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　・　ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管 ・　その他

・　水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（・VP　・HIVP）　　 ・　架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　・　ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管

　※　水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP-VD）　 　 ・水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（・VP　・HIVP）

・　その他

ニ）ピット配管用

ス　リ　ー　ブ

ロ）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１/２とする。

・　ろ過循環設備

・　消火設備

・　ガス設備

・　空気調和設備

・　冷暖房設備

・　換気設備

・　自動制御設備

・　厨房器具設備

イ）一般配管用

※　水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（・SGP-VB　・SGP-VD）　　　・　水道用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE)

ダクト、配管等にあっては、標準仕様書の振れ止めの他必要な箇所に施工する。

※　施工等で道路を使用する際は道路使用許可等の手続きを行うこと道路使用

振　れ　止　め

※　亜鉛鉄板　　　※　つば付鋼管（水密部）　　・　紙　　　　・　硬質ポリ塩化ビニル管（VU）

・　止水リング（　・　無機物材質：水密部　　・　有機物材質：水密部以外）

・　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　　　・　ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管　　　　・　高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE)

・　ステンレス鋼鋼管　　　　・　高性能ポリエチレン管(HPPE)

※　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　　　・　高性能ポリエチレン管(HPPE)

・　温風乾燥機能　　・　擬音装置　　・　操作ボタン

量　水　器　桝

・　水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（・VP　・HIVP）　　 ・　水道用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE)

　※　水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（・SGP-VB　・SGP-VD　・SGP-VA）　　　・　水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管

・　その他

　※　水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP-VD）　　　・　水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管

・　水道用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE)　　　　　 　　　・水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管　　　・その他

１　工　事　場　所

（機械設備工事編）最新版による。

最新版（以下「標準仕様書」という）及び公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版及び公共建築設備工事標準図

　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断基準、配慮事項を満たすものとする。

※　資格の区分　Ⅰ(1級管工事施工管理技士)　Ⅱ(2級管工事施工管理技士)　・ 適用しない

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築設備設計基準(最新版)

・　構内敷均し　　　　　・　構内の指示ある場所に堆積

※　関連工事の関係者が設置する足場、作業構台の類は無償で使用できる。

ハ）可とう電線管は第２種金属可とう電線管とする。

機器付属の制御盤

電　線 ・ 電　線　管

・　運転ブロック図に適合するものとする。

ることができる。

標準仕様書によるほか下記による。

イ）特記なき電線は６００Ｖ耐燃性ポリエチレン絶縁電線とする。

12
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・　インバータ用の制御及び操作盤は、仕様書を（　※　適用する。　　・　適用しない。）

裸管の内見えがかり部（戸棚等の内部を含む）は全て塗装を施すこと。（電線管含む）

塗　　　　　　装

保　　　　　　温

・　排煙ダクト

・　空調設備配管、ダクト

ハ）屋内露出（　・　機械室　　・　書庫　　・　倉庫）の配管、ダクトの保温は屋内露出

・　消火管

・　蒸気管

・　給湯管、鋼板製水槽、貯湯槽等

・　排気筒、煙突、煙導

塗装業者は、　※　監督員の承諾する業者　　　　・　日本塗装工業会会員

・　排気筒

　　(床下、屋外露出、暗渠内はポリスチレンフォームとする。)

（一般居室、廊下）に読み替える。

ニ）屋外設置機器の外装仕上げは（・　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　　・　溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鋼板）とする。

ホ）屋外（多湿箇所）配管の外装仕上げは（・　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　　・　溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鋼板）とする。

14
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ロ）保温材質は下記による。

（・　ロックウール　　・　グラスウール）

（・　グラスウール　　・　ポリスチレンフォーム）

備考

ヘ）ﾋﾟｯﾄ内配管の外装仕上げは（・　着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　　・　保温なし）とする。

ト）保温厚さを標準仕様書以上とする場合には特記する。

（※　グラスウール）

（※　ロックウール）

（※　ロックウール）

（※　グラスウール）

（※　ロックウール）

イ）保温の種別、材料、施工順序及び厚さは標準仕様書による。

・　給排水、通気、ろ過循環　　　　（ ・　ポリスチレンフォーム　　・　グラスウール）

製図検図承認

 Ｎｏ．

縮
尺

担当者係長課長補佐課長

図面名

工事名

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

岡山市建築設備工事（機械）仕様書

課員

R8.04

１　屋内露出及び機械室、倉庫、書庫の配管にはバンド・菊座を取付けること。

２　水槽類は特記のある場合のみ保温を行う。

３　建築基準法施行令第129条の2の5第1項第7号に該当する防火区画などを貫通する給排水管

　及び通気管並びに消火管は貫通する部分及び前後1,000mmをロックウール保温材にて保温を施

　すか、建設省告示第1422号(平成12年)又は国土交通大臣認定の方法を適用すること。

４　流し類下部の排水露出管は保温を施さない。

　また、支持バンドは原則としてラッキングの上より支持を施す。

ニ）別途盤類への渡り配線の接続は

ハ）機器付属の制御盤及び操作盤以降の配管、配線は

亜鉛鍍面の下地処理はエッチングプライマ塗りとする。亜鉛鍍面下地処理

防　振　継　手 ・　鋼製フランジ付ベローズ形（接液部SUS304）　　　　　※　合成ゴム製

・　ポリテトラフルオロエチレン製(3山)

※　鋼製フランジ付ベローズ形（接液部SUS304）　　　　　・　合成ゴム製フレキシブルジョイント

は つ り 工 事

イ）鉄筋コンクリート部の貫通箇所及び開口部の補強、その他天井のボード切込み及び下地の補強は

工事の施工に伴い既成部分を汚染または損傷した場合は、既成にならい補修をする。

既存のコンクリート床・壁等の貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

他工事との取合い

補　修　な　ど

・　本工事　　　　※　別途工事

※　本工事　　　　・　別途工事

※　本工事　　　　・　別途工事

ホ）機器のコンクリート基礎

・　本工事　　　　※　別途工事

・　本工事　　　　※　別途工事屋上設置のもの

屋内設置のもの

屋外設置のもの

・　本工事　　　　※　別途工事

・　本工事　　　　※　別途工事

ヘ）自動制御の電線管は

ト）自動制御の電線の配線は

チ）自動制御盤と自動制御機器との配線の接続は

・　本工事　　　　・　別途工事

・　本工事　　　　・　別途工事

※　本工事　　　　・　別途工事

配　管　表　示 配管機器等は監督員の指示する箇所に文字矢印を記入し、弁にはプラスチック札を取付けること。札の

文字等は彫り込みとし、SUSチェーンにて取付けのこと。

イ）管周囲の保護　　　　　※　山砂の類　　　　　　　　　・　根切土の中の良質土土中埋設配管周囲の保護

砂及び埋め戻し土・盛土 ロ）埋戻し土・盛土　　　　※　根切土の中の良質土　　　　・　山砂の類

埋　設　表　示

ロ）コンクリート壁、床及び梁等における設備機器、風道、配管等の箱入れ及び貫通スリーブ部は

ポンプのアンカーボルト・ナット及びピット内等水気のある場所、屋外の機器・配管用の支持金物等は、

ステンレス鋼（SUS304）とする。土中支持もステンレス鋼（SUS304）とする。

イ）埋設表示テープ　　※ 要（　※ 給水　　※ 消火　　※ ガス　・ 排水　・ 圧送管）　・ 不要

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

支持金物、固定金具等

あと施工アンカー

ロ）埋設標示柱・埋設標示ピン（　※　要　　・　不要）

施工後確認試験（　※　要　　・　不要）

試験方法　引張試験機による引張試験

確認強度　対象機器ごとのｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ1本当たりの短期引抜強度の2/3以上

試験箇所数　１施工単位に対し１本以上

対象機器　 ・重要機器 

31

32

33

設計用標準水平震度

設置場所 機器種別

・　特定の施設

・重要機器 ・一般機器 ・重要機器

・　一般の施設

・一般機器

１．５ １．０１．５２．０機　　器
上　層　階

屋上及び塔屋
防振設置機器 ２．０ ２．０ ２．０ １．５

１．０１．５１．５２．０水 槽 類

機　　器

防振設置機器 １．５

１．５ １．０ １．０ ０．６

１．０１．５１．５中　間　階

水 槽 類 １．５ １．０ １．０ ０．６

０．４０．６０．６１．０機　　器

地下・１階 防振設置機器

水 槽 類

１．０

１．５

１．０ １．０ ０．６

０．６１．０１．０

イ）機器の据付け及び取付け

設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、

地域係数と、次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

渦巻ポンプの電動機の極数は　（　・ ４Ｐ　　・ ２Ｐ）

ポ ン プ の 名 板

保　守　工　具

水中ポンプの名板は監督員の指示により見やすい所に取付けのこと。

下記の保守点検に必要な工具一式を提出する。

・　ポンプ　　・　送風機　　・　吹出口　　・　桝　　　・　その他

参照　　　　　※　する　　　・　しない岡山市標準施工図

耐震措置 設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。また、機器、配管、風道などの

耐震対策のため、必要な計算書を監督員に提出する。ただし、重量1kN以下の軽量な機器については、

設備機器の製造者の指定する方法で確実に行えばよいものとする。

ポンプの電動機の極数26

27

28

29

30

　　上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建

　　の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

　　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

　　水槽類にオイルタンクを含む

　　重要機器は、次のいずれかに該当するものをいう。また一般機器とは重要機器以外をいう。

　　　　・　給水機器　（　　　　　　　　　　　）

　　　　・　排水機器　（　　　　　　　　　　　）

　　　　・　換気機器　　　・　空調機器　　　・熱源機器　　　・防災機器

　　　　・　監視制御設備　　　・　危険物貯蔵装置　　　・　火を使用する設備　

　　　　・　避難経路上に設置する機器

ライニング鋼管接続 100Ａ以上の接続 ※　ねじ込み接合４ ・　標準仕様書による

イ）公営水道に直結する配管に使用するものはJIS又はJV 10Kとする。弁　　　　　　類５

ハ）65Ａ以上の鋳鉄製仕切弁、鋳鉄製逆止弁は、ライニング弁とする。50Ａ以下の仕切弁、

青銅製逆止弁は管端コア付バルブとする。

６ 定　流　量　弁

水槽周り可とう継手７

８ 埋　設　深　度

合成ゴム製（２山以上）

岡山市水道給水装置施工基準に適合する他図示による

９

11

10

12

取付ける。

ニ）埋設箇所は埋設用バルブとする。

※　管端防食継手　　　　　・　防食コア　　　　　　・　その他

・　蓋はＳＵＳ製鎖付とする。

※　給水管所有者に使用許可等の手続きを行うこと。

水道法に定める水質基準を満たすことのできる管、弁、継手を使用すること水質基準

給水管の使用許可

ライニング鋼管管端処理

散水栓ボックス

屋　内　汚　水　管１ ・　便槽付属品              　　  ・　排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管　　　・　耐火二層管

（第１桝まで含む）

屋 内 雑 排 水 管２

・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）  ・　排水用硬質塩化ビニルライニング管      ・　その他

・　配管用炭素鋼鋼管（白管）  　　・　排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管　　　・　耐火二層管

（第１桝まで含む）

排
　
水
　
設
　
備 グリーストラップ

マンホール鎖

共 栓 鎖

ます

排水トラップ

屋　外　排　水　管

通　　　気　　　管

４

３

５

６

７

８

９

※　岡山市標準施工図　　　　　・　塩化ビニル製ます　　　・　樹脂製ます

ＳＵＳ製鎖とする

・　既製コンクリートます　　　・　その他

ＳＵＳ製鎖とする

・　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　　・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　・　その他

ＳＵＳ製残菜カゴを　　　　　　※　取付ける　　　　　　　・　取付けない　　　

ワン材質　　　　　　　　　（　・　樹脂コーティング　　　・　樹脂製　　　　・　標準品）

・　耐衝撃性硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送管）　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・ その他　　

※　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＵ）　・  硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ）　・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(RS-VU)　　

ロ）ポンプの防振基礎（防振ゴム使用の場合）の絶縁効率は　　　％とする。

イ）送風機の防振基礎（防振ゴム使用の場合）の絶縁効率は　　　％とする。

を予備品（枠付）として納める。　最低１枚とする。

ロ）ファンコイルユニットは機種毎に30％以上、また、空冷ヒートポンプ室内用は100%に当たるフィルタ

ただし、自動巻取形の場合は100％とする。

イ）空気調和機又はフィルタチャンバ装着枚数の50％以上を予備品（枠付）として納める。

取付高さは　　　　※　1,300mm　　　　　　・　　　　mm

中央機械室の冷却水管・冷温水管等の吊り及び支持は、防振吊り金物又は防振支持金物で行う。

空気抜き弁装置を設ける。　　　　　※　手動　　　　　　・　自動

ロ）自動空気抜き弁にはストレーナを取り付ける。

イ）空気溜りを生ずると思われる配管箇所には、必要に応じて操作の容易な位置に

機器付属以外の温度計は　※　円形のバイメタル式（100Φ以上）　　・　ブルドン管式

・　冷温水管寄せ（往）及び冷温水管寄せの各還り管

・　空気調和機廻りの還気風道、外気風道及び給気風道

・　温水ボイラの温水管入口部

標準仕様書及び図示の箇所のほか、下記の箇所に取付ける。

形式はピトー管式（コック付）とする。取付は図示による。

ハ）吹出口以外の内貼したチャンバには点検口（450×500）を取付ける。

ロ）内貼チャンバ類の寸法表示は、外形寸法とする。

イ）シーリングディフューザ形吹出口接続チャンバ及び図示したダクト並びにチャンバ類とする。

ロ）外壁に面するガラリにチャンバ等を設ける場合には原則として排水を設ける。

電気式防煙ダンパ動作用電圧、電流はDC24V、0.6A以下とする。

ダンパ復帰機構は、　※　遠隔式　　　　・　手元式

風 量 測 定 口

吹出口チャンバ

消 音 内 貼 り

温　　度　　計

18 冷温水管の空気抜き

防振吊り金物及び

　　　　　防振支持金物

温度調節器・湿度調節器

エアフィルタの予備品21

20

19

ネック径が200Φ以下　400×400×250H

取付位置は図示による。材質はアルミニウム製とする。

イ）シーリングディフューザ形吹出口には、下記のチャンバを設ける。

ネック径が200Φを越えるもの 500×500×300H

防煙ダンパは、　　　※　電気式　　　　・　空気式

ハ）防火区画を貫通するダクトは、その貫通する部分の前後150mmを1.6mm厚鋼板製とする。

ロ）矩形ダクトは、　　　　・　アングル工法　　　　　・　コーナーボルト工法

ダ　　ク　　ト11

12

13

14

16

15

グリスフィルタの予備品

防　振　基　礎23

22

冷媒配管の保温カバー24

17

瞬 間 流 量 計

※　100％に当たる予備品を納める。　　　　 ・　納めない。

イ) 屋内露出部の保温化粧カバーは （・　樹脂製　　　・　ｶﾗｰ亜鉛鉄板　　　・　その他）とする。

エアコン本体は将来工事の為、スリーブ(樹脂製キャップ付き)のみ今回工事とする。

25

ス　リ　ー　ブ26

ロ）還りダクトは保温                                   ・　する。　　　　　・　しない。

ハ）ポンプは保温                                       ・　する。　　　　　・　しない。

ニ）ポンプ回りの防振継手、フレキシブル継手は保温       ・　する。　　　　　・　しない。

ホ）換気ダクト（・　給気ダクト　　　・　排気ダクト）は保温する。

保　　　　　温

ロ) 屋外露出部は　(・　ステンレス鋼板　 ・　樹脂製化粧カバー　　・　溶融アルミニウム亜鉛鉄板

　　　　　　 　　　・　その他)

27 冷 媒 等 の 処 理 ※　業務用機器「第一種特定製品」のフロン類はフロン排出抑制法に従って処理すること。

・　家庭用機器（・　室外機にフロン回収後、取外し指定場所保管　　　・　本工事対象外）

・　吸収式冷温水機（・　産業廃棄物広域認定制度　　　・　産業廃棄物）

・　吸収式冷凍機の吸収液（・　産業廃棄物広域認定制度　　　・　産業廃棄物）

イ）全熱交換機の　(・　給気ダクト　 　　・　排気ダクト　)　は保温する。

防煙・防火ダンパ

※　アルミニウム製　（　※　着色する　　・　着色しない）

枠及びスリットの材質は

原則、ボックスは亜鉛鉄板製とする。

ロ）高置水槽以降の配管に使用するものはJIS又はJV 5Kとする。ただし、揚水ポンプに使用するもの及び

特記部分はJIS又はJV 10Kとする。

６　コンクリート埋設の鋼管類にはプラスチックテープ（JISZ1901　厚さ0.4mm）1/2重ね2回巻きとする。

７　埋設フレキシブル継手にはペトロラタム系防食テープを1/2重ね1回巻きの上、

プラスチックテープを1/2重ね1巻きとする。

５　保温を施す屋外露出配管の支持部は全て防温性能を有する合成樹脂製支持台（丸形）によること。

・　接点及び端子は、仕様書を（　※　適用する。　　・　適用しない。）

・２号消火栓　（　・　ドラム式　　・　リール式　　・　その他　）　※　広範囲型２号消火栓

13

12

11

10

９

７

６

８

５

４

３ ガ ス メ ー タ

ガスメータの取付

緊急遮断弁の取付

供給ガスの種類

管２

１

消 火 ポ ン プ

フレキシブルジョイント

保　　　　　温

消　火　栓　弁

消火栓弁の耐圧

屋内消火栓箱１

２

３

４

５

６

保　　　　　温

弁　　　　　類

循　環　配　管

ポンプ廻り配管

ろ　過　装　置１

２

３

４

５

５

４

３

２

１ 管　　　　　　類

弁　　　　　　類

膨張水槽の保温

ライニング鋼管管端処理

給湯用簡易ボイラ

ボンベ周りの配管

プロパン庫警戒標識

ボンベ転倒防止

管の地中埋設深さ

沈下対策措置

供給方式

　　　

・　塩化ビニル被覆鋼管

・　ポリエチレン被覆鋼管             ・　ガス用ポリエチレン管

※　メータはガス供給業者より借用、子メータは買取りとする。

・　本工事に含む　　　　　　　・　その他

※　本工事に含む　　　　　　　・　その他

（・マイコンメータ　　　　　　・その他）

ロ）地中配管（土間を含む）

・　配管用炭素鋼鋼管　（　・白管　　 ・黒管　）

・　ポリエチレン被覆鋼管             ・　ガス用ステンレス鋼フレキシブル管

イ）一般配管用

・　液化石油ガス　（　発熱量　100.47MJ/m3　）

減圧機構付消火栓弁を　　　　※　取付ける　　　　・　取付けない

最大使用圧力とする。

イ）配管の保温は　　　　　　・　施工する　　　　※　施工しない

ハ）充水槽の保温は　　　　　・　施工する　　　　※　施工しない

※　鋼製フランジ付ベローズ形（接液部SUS304）

(屋外露出の保温種別は　e2・(ハ)・Ⅶ　による）

ロ）呼水槽の保温は　　　　　・　施工する　　　　※　施工しない

能力　　　　　　　・　60ｍ3/ｈ　　　　・　100ｍ3/ｈ

給水設備による。

圧力計　　　　　　・　付ける　　　　　・　付けない

可とう継手　　　　・　付ける　　　　　・　付けない

給水設備による。

プールサイド下部は　　　　　・　屋外露出仕様　　　・　床下暗渠仕様

プールサイド下部の室内は　　・　屋外露出仕様　　　・　機械室･倉庫仕様　　　・　床下暗渠仕様

ＳＵＳ製コア内蔵継手（100Ａ以上防蝕コア）

ガスバーナはガンタイプとする。

※　施工する　　　　　　　　　・　施工しない

JIS又はJV 5Kとする。ただし、特記部分は 10K とする。

※　岡山市標準施工図による　　　　 　・  公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）施工73(b)

指定の箇所に取付ける

※　自動切替式

※　伸縮継手　　　　・　溶接配管　　　　・　機械的接合　　　　・　継手の組合せ

・　一般　300mm以上　　　　・　車両通路　600mm以上　　　　・　1,200mm以上

・　ボンベ　　　　　　　　　　・　バルクタンク

　　　

・　都市ガス　（　※　13A　発熱量　46MJ/m3　　）

７ イ）一般配管用         ※　配管用炭素鋼鋼管（白管）        ・　圧力配管用炭素鋼鋼管（白管）管　　　　　類

・　架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　・　ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管

・　消火用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE)　　　　・　その他

耐震対策設計

電　気　防　蝕

①　低圧埋設配管で溶接接合による100Ａ以上の鋼管部分の延長が3ｍ以上ある場合は、絶縁継手を

　取り付け、さらにマグネシウム陽極（犠牲陽極）を設置する。

※　なし　　　　　　・　あり（　・　流電陽極法　　　・　その他　）

耐震設計にあたり「内管耐震設計マニュアル(一般建築用)平成11年10月」「高層建築物用ガス設備

耐震設計・施工指針」の手引き昭和62年11月」いずれも社団法人日本ガス協会発行を参照する。

備考

２　配管の吊り及び支持は絶縁処理を施す。

３　塗装仕上げにおいて仕様書以外で必要な箇所は明記する。

４　マグネシウム陽極の設置基準

　　都市ガス設備2.2.5よりガス事業者の承認する工法による。

１　埋設配管の継手部周りの防食処置は、標準仕様書　第６編第2章

ロ）土中配管用（土間を含む）　　※　消火用外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（SGP-VS）

・１号消火栓　　　　　　（　※　国土交通省仕様　　　・　その他　）

・易操作性１号消火栓　　（　※　国土交通省仕様　　　・　その他　）

※　ユニット型　制御盤はユニット組込みとする。　　　※　日本消防設備安全センター認定品とする。

・　ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管（※ 拡管式　　・ 溶接接合　　・ その他）　・　銅管M形　（ ・ 保温付　・ 保温なし）

給
湯
設
備

ろ
過
循
環
設
備

消
　
火
　
設
　
備

ガ
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
　
　
備

・　耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　・　その他

排水処理先

プール排水管 露出部は塗装仕上げとし保温しない

・　公共下水道（ ・ 分流式　・ 合流式　）　・　合併浄化槽（ ・ 新設  ・ 既設　）　・　その他

10 満水試験継 図示の位置に取り付ける。

11 洗面台接続 洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップする。

12

13

　　※鋼管を使用する場合　汚水合流系統の配管は　　　　　　　　　とする

・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）  ・　排水用硬質塩化ビニルライニング管

・　硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）      ・　その他

・　硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）      ・　その他

岡山市中区神下256番地16

人権啓発センター Ｒ　Ｃ　造 ２　　階 306.45 １項（ロ）

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151

1級建築士　第 243545 号　大月　始

人権啓発センター

M-01

令和 8年 1月

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事



○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

工事項目 備考 工事項目 備考 工事項目 備考

工事用電力・電話・上下水道・ガス引込工事 カーテンレール、カーテンボックス、ブラインドボックス 建築設計図に記載のもの

工事用電力・電話・上下水道・ガス料金（含、引込負担金・基本料金） 使用工事別

本設受電後引渡しまでの電力・電話・上下水道・ガス使用料金 関連工事別試運転用も含む

工事上の各種申請届出費用 関連工事別

地中障害物、地中埋設物の撤去費 関連工事別

電波障害等の近接対策費

給排水、ガスを接続するものは建築工事

ＶＯＣ（揮発性有機化合物）測定検査

陶器製衛生器具

同上接続配管工事

設計図書記載の範囲

下地補強のみ建築

化粧鏡 既製品は機械設備工事

ペーパーホルダー

太陽電池モジュールおよび鋼製架台

パワーコンディショナー、計測監視装置、ディスプレイ表示装置

同上配管配線工事

排水側溝および排水桝、排水管

植栽

屋外散水栓

ＥＶ詳細図による

外灯、屋外用スピーカー、屋外時計

電話交換機工事一式

固定電話機および取付工事

電話用配線および入線工事 端子盤より分岐は別途工事

電話用配管工事および接地工事

LAN(ローカルエリアネットワーク)機器 建築設計図に記載のもの

同上配管配線 HUBは電気設備工事 ＴＶ台

室名サイン、ピクトサイン

排水溝およびふた、側溝

ルーフドレーン

ルーフドレーン接続ののタテ樋

軒どい及び落し口、防塵網

軒どい接続のたてどい

たてどい接続床面以降の排水管および会所 たてどい化粧カバーは建築工事

雑排水配管および会所

汚水排水配管および会所（インバート）

電力引込みハンドホール

○

家具、機器等の移転費用

家具備品、塗板、掲示板

縁石、ピンコロ石敷き

カーテン、暗幕カーテン

ブラインド、ロールカーテン

○

○ ○

建築設計図に記載のもの

同上アンカーボルト、鋼製架台、箱入れ、埋込み 該当工事による

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

鉄骨梁貫通スリーブおよび貫通補強

鉄筋コンクリート梁貫通スリーブ 該当工事による

（補強は梁せいの1/10以下かつ、150mm未満のものを除く）
　

同上貫通補強

壁、床の貫通スリーブ、箱入れ 該当工事による
　

同上貫通補強
　

梁、壁、床の貫通部孔埋めおよび補修 該当工事による

配管ダクト類の防水貫通部の仕舞、防火区画貫通部の充填 該当工事による

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

工場製作間仕切りの孔あけ、取付け枠および補強 該当工事による

現場製作間仕切りの孔あけ、取付け枠および補強、孔埋めおよび補修

天井付き各種器具、取付け枠、孔あけ

同上天井下地開口補強

取付け枠および補強を併なわない、天井付各種器具孔あけ 上記以外のもの

仮囲い、敷鉄板

工事進入口部

○

○

点検口（天井・壁・床下・パイプおよびダクトシャフトとも）

換気扇用外壁ガラリ（ベントキャップ）

○

○

○

○

○

○

天井埋め込み扇およびダクト（スイッチ供給含む）

天井埋め込み扇電源供給および操作用配管配線工事

天井扇風機（レギュレーター共）および同据付 該当工事による

天井扇風機電源供給および操作用配管配線工事

エアコン設備

エアコン設備電源供給および操作用配管工事

○各種機器の接地工事

○表示灯、火災発信機、ベル

消火器

同上収納ボックス

○

○

○

大便器手摺

同上接続配管工事

台下電気温水器 ○

排気フード ○

同上換気扇 ○

ＩＨコンロ台（既製品）

一
般
事
項

仮
設
工
事

機
械
基
礎

躯
体
貫
通

躯
体
以
外
の
貫
通

点
検
口
・
ガ
ラ
リ

建
築

電
気

機
械

別
途

建
築

電
気

機
械

別
途

建
築

電
気

機
械

別
途

カー

テ
ン
・
ブ
ラ
イ
ン
ド

衛
生
器
具
・
湯
沸
等

太
陽
光
発
電

屋
外
排
水
設
備
・
外
構

そ
の
他

排
水
設
備

電
話
・
通
信

昇
降
機

防
災
・
消
火

機
械
・
自
動
制
御
等

室外機用基礎、キュービクル基礎

空配管のみ電気

空配管のみ電気

空配管のみ電気

空配管のみ電気

流し台（排水トラップ含む）

○

○

○

○

○

○

○

同上接続ダクト工事 ○

雨水桝 ○

○

○

○

○

グリーストラップ

同上基礎工事

○

○

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 
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担当者
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承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図
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（A3）-

1級建築士　第 243545 号　大月　始
工事区分表

○

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事



神下

２５０

国道

東岡山支店

天神一社楊田神

おかやま信用金庫

荒神川

古田中溝川

神下樋門

神下

遊園地

神下公園

百間川神下緑地

公園
市営住宅

センター
神下人権啓発

東岡山Ｄ市営住宅

Ｎ

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 
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担当者
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〒700-0811
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（A1）1：3000 1：100
（A3）1：6000 1：200付近見取図・(改修後)配置図

配置図　１：１００
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岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事



　　〃

既設桝リスト(雨水)

記号 桝 寸 法
管 底

(現状GLより)
桝 種 別

ため桝(ポリプロピレン製)

　　〃

　　〃

1'

2'

3' 〃

〃

φ300 -340

-440

-350

備 考蓋 仕 様

　　〃

工事区分
既設再使用 撤去

レジコン蓋（耐圧型）

1

2

3

4

5

10

ため桝(ＲＣ製)

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

11

13

350×350

〃

〃

〃

〃

〃

　　〃

　　〃 〃

〃

-280

-440

-320

-460

-400

-340

-320

-300

格子蓋

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

トラップ桝(ポリプロピレン製)

小口径インバート桝

小口径インバート桝

　　〃

小口径インバート桝

トラップ桝(ポリプロピレン製)

　　〃

トラップ桝(ポリプロピレン製)

小口径インバート桝

トラップ桝(ポリプロピレン製)

小口径インバート桝

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

公共取付桝

A'

B'

公

D'

E'

F'

G'

H'

I'

J'

K'

L'

M'

N'

O'

 P'

φ200

100-150φ(90L)

〃

〃

〃

100-150φ(90Y)

φ300

100-150φ(90Y)

φ300

〃

100-150φ(90Y)

φ300

100-150φ(90L)

100-150φ(90Y)

100-150φ(90L)

φ300 -300

-360

-450

-510

-440

-590

-630

-430

-650

-300

-690

-720

-750

-780

-820

-1,300 岡山市指定蓋

塩ビ蓋（SUS鎖付き)

既設桝リスト(汚水・雑排水)

記号 桝 寸 法
管 底

(現状GLより)
桝 種 別 備 考蓋 仕 様

工事区分
既設再使用 撤去

12 　　〃 〃 -300 　　〃

記号

GT-K1 グリーストラップ

許容流入流量　30L/min

形式　　　　　FRP製パイプ式地中埋設専用

概略寸法　　　710×360×500H　　　概略質量　　20kg

付属品　　　　ステンレス製蓋(T-2)，SUS製バスケット，その他付属品共

台数

1

設置室名

屋外(1階 調理実習室系統) (HGR-N30P)

備考　仕　　様機器名称

WHG-K1 ガス給湯器 形式　　　　　ガス瞬間湯沸かし器　5号　屋内壁掛型

寸法　　　　　300×150×370H

1 1階 試食コーナー

改修前

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

工事名

図面名

担当者

尺
縮

 Ｎｏ．

承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151

M-04
令和８年１月

（A1）-
（A3）-

1級建築士　第 243545 号　大月　始

改修後

新設　機器表

記号 名称 仕様 台数 設置場所 備考

WHG-1 ガス給湯器 仕　　様　 ガス瞬間湯沸器　5号　屋内壁掛型　 1 調理実習室 参考品番：RUS-V51YTB(リンナイ)

最大ガス消費量　10.5kw～5.70kW　(都市ガス 13A)

GT-1 グリーストラップ 仕　　様　

概略寸法 

FRP製パイプ流入式、地中埋設型　3槽式

710×360×500H

1 東側 屋外 参考品番：HGR-NX50P(ホーコス)

許容流入量：50L/min　

付  属  品  溶融亜鉛メッキ製蓋(耐荷重T-2),その他付属品共

撤去　機器表

(改修前・後)衛生設備　機器表・桝リスト

新設桝リスト

桝番号 桝寸法 管底寸法 敷地ﾚﾍﾞﾙ 桝深さ
蓋仕様

基準GLより 基準GLより

＜汚水・雑排水＞

b -370

c -400

d

e

-450

f

-470

g -560

a -300 ±0

塩ビ蓋(T-2)

管路延長

(m)
勾配

90Y 100-200

4.3

2.0

3.3

1.0

4.9

1/100

備考

-530

90Y 100-200

＜雨水＞

101

102

103

104

溜桝(ＲＣ製)

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

-200

-220

-250

-270

2.8 1/150

2.8 1/150

200

220

250

270

1/100

1/100

1/100

1/100

m

l

k

p

o

n

トラップ桝　ポリプロピレン製 300Φ

300Φ

300Φ

300Φ

300Φ

90Y 100-200

塩ビ蓋(T-2)

塩ビ蓋(T-2)

塩ビ蓋(T-2)

塩ビ蓋(T-2)

塩ビ蓋(T-2)
1.8

1.0

300

370

400

450

470

530

560

1/100

1/100

-730 ±0 730

-300 300±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

105 -250 ±0 250

106

4.8 1/150

細目格子蓋

塩ビ製小口径桝

塩ビ製小口径桝

塩ビ製小口径桝

塩ビ製小口径桝

塩ビ製小口径桝

塩ビ製小口径桝

トラップ桝　ポリプロピレン製

トラップ桝　ポリプロピレン製

トラップ桝　ポリプロピレン製

トラップ桝　ポリプロピレン製

j
3.9 1/100

-650 ±0 650

h

i 塩ビ製小口径桝

塩ビ製小口径桝

90Y 100-200

90L 100-200

90Y 100-200

90Y 100-200

q

r

1.3 1/100
-580

-600

±0 580 塩ビ蓋(T-2)

±0 600 塩ビ蓋(T-2)

泥ため 150mm

泥ため 150mm

泥ため 150mm

泥ため 150mm

泥ため 150mm

泥ため 150mm

泥ため 150mm

泥ため 150mm

泥ため 150mm

泥ため 150mm

300

300

300

300

-360

-390

360

390

s トラップ桝　ポリプロピレン製 300Φ -440 ±0 440 泥ため 150mm

公

塩ビ製小口径桝

塩ビ製小口径桝

公共取付桝(既設)

90L 100-200

90Y 100-200

90Y 100-200
6.7 1/100

2.3 1/100

6.0 1/100

2.4 1/100

4.5 1/100

-1300

-300

-300

-300

-300

±0 1300

レジコン蓋

塩ビ蓋(T-2)

塩ビ蓋(T-2)

泥ため 150mm

泥ため 150mm

泥ため 150mm

350×350溜桝(ＲＣ製)

溜桝(ＲＣ製)

溜桝(ＲＣ製)

溜桝(ＲＣ製)

溜桝(ＲＣ製)

350×350

350×350

350×350

350×350

350×350

細目格子蓋

細目格子蓋

細目格子蓋

細目格子蓋

細目格子蓋 泥ため 150mm

塩ビ製小口径桝

塩ビ製小口径桝 90Y 100-200

塩ビ製小口径桝 90L 100-200

±0 200-200

塩ビ蓋(T-2)

塩ビ蓋(T-2)

塩ビ蓋(T-2)90Y 100-200

レジコン蓋（密閉）

レジコン蓋（密閉）

レジコン蓋（密閉）

レジコン蓋（密閉）

レジコン蓋（密閉）

レジコン蓋（耐圧型）

レジコン蓋（耐圧型）

レジコン蓋（耐圧型）

レジコン蓋（耐圧型）

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事

塩ビ蓋（SUS鎖付き)

塩ビ蓋（SUS鎖付き)

塩ビ蓋（SUS鎖付き)

塩ビ蓋（SUS鎖付き)

塩ビ蓋（SUS鎖付き)

塩ビ蓋（SUS鎖付き)

塩ビ蓋（SUS鎖付き)

塩ビ蓋（SUS鎖付き)

塩ビ蓋（SUS鎖付き)

塩ビ蓋（SUS鎖付き)
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1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151

M-05
令和８年１月

（A1）-
（A3）-

1級建築士　第 243545 号　大月　始

改修前

改修後

(改修前・後)衛生設備　器具表

TOTO LIXIL 電気容量 1階 屋外 合計

器具名 参考品番 仕様・付属品 参考品番 仕様・付属品 Φ V

Kw

参考

(TOTO)

便
所(
女)

便
所(

男)
多
目
的
Ｗ
Ｃ

調
理
実
習
室

車椅子対応洋風便器 CFS497BPC 1 100 1.260 1 1

CFS497BPC 1 100 0.311 4 3 7

紙巻器 YH702 棚付二連紙巻器(YH702)　他付属品

4 3

1

7

オストメイトパック 汚物流し,レバー水栓,電気温水器,水石けん入れ,紙巻器,専用ライニング(UAS81DB1NW)　他付属品 1 100 0.6 1 1

カウンター式洗面器 LS351CM カウンター式洗面器(LS351CM),電気温水器付自動水栓(REAH03B1RS26SK),自動水石けん供給栓(TLK08S04JA)　他付属品 1 100 0.6 2 2 4

カウンター,奥行450mm,L=1800(MLUA)　他付属品 1 1 2

洗面器 LSH722AAPMW ベッセル式洗面器,電気温水器付自動水栓,水石けん入れ(LSH722AAPMW)　他付属品 1 100 0.6 1 1

マルチシンク SK500 マルチシンク(小形)(SK500),横水栓(T200BSQ13C)　他付属品 1 1

横水栓 T130AUN13C 横水栓,スパウト170mm(T130AUN13C) 1 1

散水栓 T28KUNH13 散水栓,キー付(T28KUNH13),ステンレス製散水栓ボックス共　他付属品 3 3

化粧鏡 YM3545AE 化粧鏡　盗難防止形350×450(YM3545AE)　他付属品 2 2 1 5

L形手すり T112CL11 700×700,前出寸法230mm(T112CL11)　他付属品 1 1

跳ね上げ手すり T112HK7R L=700,ロック付,樹脂被膜(T112HK7R)　他付属品 1 1

フック YKH52AR シングルフック(YKH52AR)　他付属品 1 1

台所流し 建築工事 排水トラップ附属品　排水接続：本工事 (1) (1)

調理実習台 建築工事 給水栓,排水トラップ附属品　給排水接続：本工事 (1) (1)

改修後　器具表

手すり一体形紙巻器 YHB63FR 手すり一体形紙巻器(YHB63FR)　他付属品

1

階 室 名 名　称 仕様 数量

1

便所(男) 和風大便器 C750V,S570S,TS670F 1

小便器 U307C,T60P,T62-16,T64FWN 2

掃除流し SK22A,T23AE20,T37SN,TK22 1

洗面器 T205,T4A,T6P,TS126AS 1

化粧鏡 TS119AS3 1

化粧棚 S-3 1

便所(女) 和風大便器 C750V,S570S,TS670F 1

C21,S540S,TS670D,TC262N,T53WN75 1

洗面器 T205,T4A,T6P,TS126AS 1

化粧鏡 TS119AS3 1

化粧棚 S-3 1

調理実習室 自在水栓 T130AR13 1

調理台 建築工事　配管切断本工事 2

屋外
散水栓 φ13　BOX共 3

撤去　器具表

BC-P110PM

BC-P110PM

CF-63HST

PTOM-B210W

L-2150P

*MB-450MS(1800)

L-555N

S-17

LF-12F-13-U

LF-33G-13-CV

KF-3545

KF-926AE80D25J

KF-471EH70JU

KF-28

NKF-3WU2

DQ-PA150PCH,CW-PC12QE-NECK　他付属品

DQ-PA150PCH,CW-PA21ALQE-NEC-R1　他付属品

PTOM-ESCR　他付属品

AM-320CV1,EHPN-CA3ECS2,KS-942UMTP　他付属品

EHMS-CA3ECSC1-300C　他付属品

LF-7KRZ-13-U　他付属品

ステンレス製散水栓ボックス共　他付属品

A-669-1　他付属品

洋風大便器

洋風大便器

床置壁排水大便器,フラッシュタンク式(CFS497BPC),温水洗浄便座(瞬間式),蓋無し(TCF5841AUPR)　他付属品

カウンター

UAS81LDB1NW

床置壁排水大便器,フラッシュタンク式(CFS497BPC),温水洗浄便座(貯湯式)(TCF5534AUP)　他付属品

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事

MLUAC1800CPA13W
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1級建築士　第 243545 号　大月　始
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凡例

―　特記補足事項　―

・撤去施工前に調査を充分に実施し、結果を監督員に報告すると共に、

　設計図書と異なる場合には監督員と協議後、施工に当たる事。

凡例

15
0

GT-1　グリーストラップ　参考図

75A

75A

市道（神下26号線）

給水引き込み
HPPE25他継手等

d

e

m

Ｍ-07 (改修前)衛生設備　1階平面詳細図
Ｍ-07 (改修後)衛生設備　1階平面詳細図

改修前 改修後 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 
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既設量水器20ｍｍ

【撤去】

新設量水器25ｍｍ

雨水側溝に接続

(改修前・後)衛生設備　1階平面図
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公共下水本管 VU200 H=1000～1200

【撤去】

配管撤去後、桝内モルタル補修
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【撤去】
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【新設】
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■ は埋設表示杭を示す。
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雨水竪樋建築工事
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雨水竪樋建築工事
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D 

雨水竪樋建築工事

雨水竪樋建築工事

 R
D 

 R
D 

雨水竪樋建築工事

 R
D 

雨水竪樋建築工事

 R
D 

雨水竪樋建築工事

 R
D 

雨水竪樋建築工事 雨水竪樋建築工事

 R
D 

雨水竪樋建築工事

 R
D 

 R
D 

雨水竪樋建築工事

 R
D 

雨水竪樋建築工事

雨水竪樋建築工事

 R
D 

雨水竪樋建築工事

 R
D 

 R
D 

雨水竪樋建築工事

雨水竪樋建築工事

 R
D 

雨水竪樋建築工事

 R
D 

既設雨水桝に接続×2

100

雨水側溝に接続

100

切断箇所を示す

既存存置を示す撤去部分を示す

接続箇所を示す

存置再使用を示す改修部分を示す

注記

1.

2.

3. は既設配管接続を示す。

は存置再使用部分を示す。

は改修部分を示す。

4.

500

10
0

60
0

埋設標示シート

給水 

掘削標準図(土部)

掘削標準図 S=1/30

▽周囲GL
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0

保護砂

▽敷地レベル

平面図

C視

B
視

B視 断面図 C視 断面図
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5
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寸法表(参考)

※躯体は建築工事

【撤去】

【撤去】

【撤去】
GV20(ボックス共)
FJ(SUS)20×500L

GV20(ボックス共)
FJ(SUS)20×500L

GV20(ボックス共)

【新設】
ハンドル付甲止水栓、
BOX共

HPPE

SGP-VD

25,100,25

GV25(埋設用)(VC-P共)
FJ(SUS･埋設用)25×300L

1.

2.

は既設配管切断を示す。3.

注記

は存置部分を示す。

は撤去部分を示す。

(改修後)衛生設備　1階平面図 S=1/100(改修前)衛生設備　1階平面図 S=1/100

計　算　式 計　算　値 計算結果

１．流入流量の算定 Ｑ＝Ｎ・Ｗｍ・１／ｔ・ｋ

Ｎ：１日当りの利用人数

Ｗｍ：利用人数１人当たりの使用水量

ｔ：１日当たりの厨房使用時間

ｋ：危険率を用いて定めた時の流量の平均流量に対する倍率

［Ｌ／ｍｉｎ］

［人／日］

［Ｌ／（人）］

［ｍｉｎ／日］

Ｑ＝

ｋ＝3.5

Ｎ＝10

Ｗｍ＝50

ｔ＝60

29.2［Ｌ／ｍｉｎ］

２．阻集グリース層の容量

Ｎ：１日当たりの利用人数

ｇｕ’：利用人員１人当りの阻集グリースの質量

ｉｕ：掃除の周期

［ｋｇ］

［人／日］

［ｇ／（人）］

［日］

［ｋｇ／ｇ］

ｉｕ＝7.0

Ｇｕ＝

Ｃ２：定数（＝１０　　）
－３

Ｇｕ＝Ｎ・ｇｕ’・ｉｕ・Ｃ２

Ｎ＝10

ｇｕ’＝3.5

0.2［ｋｇ］

Ｃ２＝0.001

３．たい積残さ層の容量

Ｎ：１日当たりの利用人数

ｇｂ’：利用人員１人当りのたい積残さの質量

ｉｂ：掃除の周期

Ｃ２：定数（＝１０　　）

［Ｌ］ Ｇｂ＝

［人／日］

［ｇ／（人）］

［日］

［ｋｇ／ｇ］ Ｃ２＝0.001－３

Ｇｂ＝Ｎ・ｇｂ’・ｉｂ・Ｃ２

Ｎ＝10

ｇｂ’＝1.5

ｉｂ＝30

0.5［ｋｇ］

阻集グリース及び
体積残渣の質量 Ｇ＝Ｇｕ＋Ｇｂ ［ｋｇ］ Ｇ＝

Ｇｕ：阻集グリース層の容量

Ｇｂ：たい積残さ層の容量

［ｋｇ］

［ｋｇ］

Ｇｕ＝0.2

Ｇｂ＝0.5

FRP製         参考品番　HGR-NX50P(ホーコス)   蓋：溶融亜鉛メッキ(T-2)材　　質

設計実容量 50L

流出側：呼び径（ｍｍ） 流入側：Φ７５ Φ７５

グリース阻集器の容量の算定

0.7［ｋｇ］

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事

ＥＶ
（11人用）



改修前 改修後 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

工事名

図面名

担当者

尺
縮

 Ｎｏ．

承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151

M-07
令和８年１月

（A1）1：50
（A3）1：100(改修前・後)衛生設備　1階平面詳細図

1級建築士　第 243545 号　大月　始
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1.

2.

3. は既設配管接続を示す。

は存置再使用部分を示す。

は改修部分を示す。

4.

5. は既設貫通穴を示す。

は機械ハツリ(ダイヤ穴あけ)を示す。

1.

2.

は既設配管切断を示す。3.

は存置部分を示す。

は撤去部分を示す。

記号 場所 数量サイズ

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事

(改修後)衛生設備　1階平面詳細図 S=1/50(改修前)衛生設備　1階平面詳細図 S=1/50

注記

凡例

接続箇所を示す

存置再使用を示す改修部分を示す

注記

―　特記補足事項　―

・撤去施工前に調査を充分に実施し、結果を監督員に報告すると共に、

　設計図書と異なる場合には監督員と協議後、施工に当たる事。

切断箇所を示す

凡例

既存存置を示す撤去部分を示す

WHG

1

【新設】

GT

1

【新設】

GT

K1

【撤去】

WHG

K1

【撤去】

Ｇ
Ｔ

Ｔ

Ｔ Ｔ

100,50

100

20

50

100,50

40

20

通気用VC65

40

65

20

40

50

75

20

20

75

50

50

20

20

20 40

50

50

65(天井)

65

65

65

100,50

COA50

COA100

COA100

COA65

T5A50

T5A50

COA65

50

50

6520(ピット内)

20(天井)

20(天井)

COA50

50

50

20

100

20

50

COA80

50

梁フカシダイヤ穴明

ＴＴ

Ｔ

 -  - 

Ｇ
Ｔ

梁フカシダイヤ穴明

通気用VC65

COA65

COA65

COA65

75

75 75

20

20(ﾗｲﾆﾝｸﾞ内)

2020

2550,100 65

65(天井)

100 100

6550 25 50 65(天井)

50

50

20

20 20

20

50 50

50,50

65

50

65

 
-
 

 - 

 
-
 

COA50

COA100

COA100

以降、天井配管

75

75 75 75 25

20(ﾗｲﾆﾝｸﾞ内)

25

屋外露出　※ラッキング仕上げ
給水：25×1箇所
排水：75×3箇所(COC75×3)

65

6550

50

50

20

75

20

20

65

25,75

屋外露出　※ラッキング仕上
給水：25×1箇所
　　　20×1箇所
排水：75×2箇所(COC75×2)

75,20

 - 

 - 

 - 

75

25

20

20

20(ﾗｲﾆﾝｸﾞ内)

GV20,FJ20×300L

機械ハツリ(ダイヤ穴あけ)集計表

h1 地中梁(ﾌｶｼ部分) 1φ50

k2 壁 φ110 5

h2 φ110 1地中梁(ﾌｶｼ部分)

k1 壁 φ50 3

h1

h2

k1

k1

k1

k2

k2

k2k2k2

65
以降、天井配管

50,5020 20

50

ドルゴ通気弁50

75

ミニドルゴ40

75

o j n i h g

m

e

d

50

20(ﾗｲﾆﾝｸﾞ内)



　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

工事名

図面名

担当者

尺
縮

 Ｎｏ．

承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151

M-08
令和８年１月

（A1）-
（A3）-

1級建築士　第 243545 号　大月　始

改修前

改修後

記号 名称 仕様

電気特性

台数 設置場所 備考・参考型番(ダイキン)
電源

相-電圧

(φ-V)

出力
冷房

消費

電力

(ｋW)

暖房

消費

電力

(ｋW)

圧縮機

(ｋW)

送風機

(kW)

ACP-1 空冷ヒートポンプパッケージエアコン 型 式 ： ペア　天井吊形　　　　　冷媒：Ｒ32　 3-200 1.29 屋外機：0.091 1.95 2.20 1 屋外機：西面 屋外 SSRH80CT

1階　和室系統 冷 房 能 力 ： 7.1ｋW(3.4kW～8.0kW) 屋内機：0.084 屋内機：1階 和室

暖 房 能 力 ： 8.0ｋW(3.6kW～10.6kW)

付 属 品 ： ワイヤードリモコン,ロングライフフィルター,コンクリート基礎ブロック,転倒防止金具

,その他標準付属品共

ACP-2 空冷ヒートポンプパッケージエアコン 型 式 ： ペア　壁掛形　　　　　冷媒：Ｒ32　 1-200 1.1 屋外機：0.05 1.58 1.6 1 屋外機：西面 屋外 SSRA63CV

1階　図書室兼資料室系統 冷 房 能 力 ： 5.6ｋW(2.6kW～6.3kW) 屋内機：0.048 屋内機：1階 図書室兼資料室

暖 房 能 力 ： 6.3ｋW(2.9kW～8.0kW)

付 属 品 ： ワイヤードリモコン,ロングライフフィルター,コンクリート基礎ブロック,転倒防止金具

,その他標準付属品共

ACP-3 空冷ヒートポンプパッケージエアコン 型 式 ： ペア　天井吊形　　　　　冷媒：Ｒ32　 1-200 0.59 屋外機：0.06 0.85 0.9 1 屋外機：東面 屋外 SSRH40CV

1階　調理実習室系統 冷 房 能 力 ： 3.6ｋW(1.7kW～4.0kW) 屋内機：0.05 屋内機：1階 調理実習室

暖 房 能 力 ： 4.0ｋW(1.8kW～5.3kW)

付 属 品 ： ワイヤードリモコン,ロングライフフィルター,コンクリート基礎ブロック,転倒防止金具

,その他標準付属品共

ACP-4 空冷ヒートポンプパッケージエアコン 型 式 ： ペア　天井吊形　　　　　冷媒：Ｒ32　 3-200 1.79 屋外機：0.11×2 2.6 2.6 2 屋外機：屋上 SSRH112C

2階　研修室系統 冷 房 能 力 ： 10.0ｋW(4.8kW～11.2kW) 屋内機：0.15×2 屋内機：2階 研修室

暖 房 能 力 ： 11.2ｋW(5.1kW～14.0kW)

付 属 品 ： ワイヤードリモコン,ロングライフフィルター

,その他標準付属品共

ACR-1 ルームエアコン 型 式 ： ルームエアコン　壁掛形　　　冷媒：Ｒ32　 1-100 0.75 屋外機：0.017 0.72 0.635 1 屋外機：南面 屋外 S255ATES-S

1階 事務室系統 冷 房 能 力 ： 2.5ｋW(0.6kW～3.1kW) 屋内機：0.026 (0.125～1.05) (0.13～1.29) 屋内機：1階 事務室

暖 房 能 力 ： 2.8ｋW(0.7kW～4.1kW)

付 属 品 ： ワイヤレスリモコン,ロングライフフィルター,コンクリート基礎ブロック,転倒防止金具

,その他標準付属品共

改修後　空調設備機器表

(改修前・後)空調設備　機器表

記号 名称 仕様

電気特性

台数

設置場所

備考・型番
電源

相-電圧
(φ-V)

出力
冷房
消費
電力
(ｋW)

暖房
消費
電力
(ｋW)

圧縮機
(ｋW)

送風機
(kW)

屋内機 屋外機

ACP-K1 空冷ヒートポンプパッケージエアコン 型 式 ： 壁掛形エアコン 　　 冷媒：Ｒ410A　1.6kg 1-200 0.55 屋外機：0.04 0.895 0.88 1 1階　図書兼資料展示室 西面 屋外 屋外機：RAS-AP45SHJ(日立)

冷 房 能 力 ： 4.0ｋW 屋内機：0.02 屋内機：RPK-AP45K3

暖 房 能 力 ： 4.5ｋW

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 屋内機：780×210×280H　 10kg　　屋外機：887×340×600H　41ｋｇ

ACP-K2 空冷ヒートポンプパッケージエアコン 型 式 ： ペア 天吊形　　　  　　冷媒：Ｒ32　3.35kg 3-200 1.79 屋外機：0.071×2 2.6 2.60 2 2階　研修室 屋上 屋内機：FHP112DB(ダイキン)

冷 房 能 力 ： 10.0ｋW 屋内機：0.15

暖 房 能 力 ： 11.2ｋW

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 屋内機：1590×695×235H　 38kg　　屋外機：940×320×1430H　91ｋｇ

ACR-K1 ルームエアコン 型 式 ： 壁掛形ルームエアコン 　　 冷媒：Ｒ410A　0.95kg 1-200 1.1 屋外機：0.032 1.24 1.24 1 1階　和室 西面 屋外 屋外機：R40MEP(ダイキン)

(引渡し) 家電リサイクル品 冷 房 能 力 ： 4.0ｋW 屋内機：0.022 屋内機：F40MTEP-W

暖 房 能 力 ： 5.0ｋW

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 屋内機：795×248×290H　 10kg　　屋外機：795×300×595H　37ｋｇ

ACR-K2 ルームエアコン 型 式 ： 床置形ルームエアコン 　　 冷媒：Ｒ22　1.27kg 1-200 0.9 屋外機：0.018 1.37 1.72 1 1階　小研修室 西面 屋外 屋外機：SCF323KR(三菱重工)

(引渡し) 家電リサイクル品 冷 房 能 力 ： 3.2ｋW 屋内機：0.027

暖 房 能 力 ： 4.5ｋW

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 屋内機：780×198×660H　 21kg　　屋外機：795×255×542H　37ｋｇ

ACR-K3 ルームエアコン 型 式 ： 壁掛形ルームエアコン 　　 冷媒：Ｒ410A　0.72kg 1-100 0.6 0.44 0.55 1 1階　事務室 南面 屋外 屋外機：RAC-AJ22B(日立)

(引渡し) 家電リサイクル品 冷 房 能 力 ： 2.2ｋW 屋内機：RAS-AJ22B(W)

暖 房 能 力 ： 2.2ｋW

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 屋内機：780×210×280H　 7.5kg　　屋外機：700×258×505H　22ｋｇ

改修前　空調設備機器表

(撤去・処分)

(撤去・処分)

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事



改修前 改修後 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

工事名

図面名

担当者

尺
縮

 Ｎｏ．

承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151

M-09
令和８年１月

（A1）1：100
（A3）1：200

1級建築士　第 243545 号　大月　始
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界
線

自転車置場

プレハブ物置
（既存）

スロープ（1/15）

プレハブ
物置

プレハブ物置

隣
地

境
界

線
（
2
6
,
9
7
4
）

道路境界線（24,050）

隣
地

境
界

線
（

1
7
,
3
2
4
）

道路境界線（24,
900

）

浄化槽（廃止）

上部スラブ

4,
70

0

4,
9 0
0

6
,
0
0
0

(改修前・後)空調設備　1階平面図

9.5φ

液　管

6.4φ

E

記 号

B

A

C

D

15.9φ

12.7φ

ガス管

19.1φ9.5φ

9.5φ

6.4φ 9.5φ

25.4φ

※渡り配線及びパッケージ型空調機・ルームエアコンの
　電源渡り線は冷媒配管共巻とする。

備考

C

B

B
B

B

A

A

A

A

EM-CEES 1.25゜-2C ×1 (コロガシ) リモコン配線

※露出立下げ部は、メタルモールＡ型を使用する。

※天井内は、ケーブルコロガシとする。

9.5φ

液　管

6.4φ

E

記 号

B

A

C

D

15.9φ

12.7φ

ガス管

19.1φ9.5φ

9.5φ

6.4φ 9.5φ

25.4φ

備考 空調個別リモコン

EM-CEES 1.25゜-2C ×1 (コロガシ) リモコン配線

空調個別リモコン(2個用スイッチボックス共)

※壁内立下げは合成樹脂製可とう電線管(PF管)を使用する。
※渡り配線及びパッケージ型空調機・ルームエアコンの
　電源渡り線は冷媒配管共巻とする。

凡例

―　特記補足事項　―

・撤去施工前に調査を充分に実施し、結果を監督員に報告すると共に、

　設計図書と異なる場合には監督員と協議後、施工に当たる事。

凡例

記号 サイズ 数量

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事

※仕様は、EM-EEF 2.0mm-3C＋IE1.6とする。 ※仕様は、EM-EEF 2.0mm-3C＋IE1.6とする。

(改修前)空調設備　1階平面図 S=1/100 (改修後)空調設備　1階平面図 S=1/100

50(埋設)

Ｔ

50(埋設)

Ｔ

50(埋設)  
D
 

 D
 

50(埋設)

,25

 D
 

40
配管撤去後、桝内モルタル補修

40

 D
 

40

25,50(埋設)

25,
(屋内露出)

(屋外露出)

40(埋設)

25,

20

屋外放流

20,

20,

屋外放流

20,

屋外放流

20

Ｒ

凡例

空調配線リスト

冷媒管リスト

Ｒ

凡例

空調配線リスト

冷媒管リスト

 R 

 D
 

ACP

1

ACP

2

ACP

3

ACR

1

ACR

K1

ACR

K1

ACR

K2

ACP

K1

【撤去・処分】

ACR

K3

【撤去・引渡し】

Ｒ

Ｒ

Ｒ

【撤去・引渡し】

【撤去・引渡し】

【撤去・引渡し】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

切断箇所を示す

既存存置を示す撤去部分を示す

1.

2.

は既設配管切断を示す。3.

注記

は存置部分を示す。

は撤去部分を示す。

接続箇所を示す

存置再使用を示す改修部分を示す

注記

1.

2.

3. は既設配管接続を示す。

は存置再使用部分を示す。

は改修部分を示す。

4.

5. は既設貫通穴を示す。

は機械ハツリ(ダイヤ穴あけ)を示す。

機械ハツリ(ダイヤ穴あけ)集計表

k1 φ100(壁面) 3

k1

k1

k1

排水桝(l)に接続

排水桝(a)に接続

排水桝(p)に接続

排水桝(q)に接続

（11人用）
ＥＶ



(改修前)空調設備　2階平面図 S=1/100 (改修後)空調設備　2階平面図 S=1/100

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ改修後改修前

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

工事名

図面名

担当者

尺
縮

 Ｎｏ．

承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151令和８年１月

（A1）1：100
（A3）1：200

1級建築士　第 243545 号　大月　始

M-10

D

A

B

C

51 2 3 4

D

B

C

541 2 3

ＥＶ
（11人用）

屋上

PS

研修室

EVﾎｰﾙ

EXP-J EXP-J

倉庫

倉庫

ホール

階段

DN

Y1

Y2

X1 X2

Y2

Y1

A

D

A

B

C

54

51 2 3 4

D

B

C

1 2 3

DN

ホール

屋上

研修室

倉庫
(FL±0)

倉庫
(FL±0)

(FL－150)
バルコニー

9
00

75
0

2
9
5

1
,8
0
0

1,
5
0
0

3
,
99
5

4,
9
0
0

3,
7
0
5

2
,
0
55

1
2
,6
0
0

1,
6
3
5

7
0

1
,6
3
5

1
,
9
60

3
,3
4
0

6
5

6
5

2,850 7,9507,000
17,800 1,000

1
,0
0
0

7
,
7
00

4,
9
0
0

4
0
0

50
0

500

7,000 2,850 7,950
17,800 1,000

400 500

2
,6
5
0

2,
2
5
0

165

2
,
53
5

1
1
5

1
6
5

150
5006,500

165 3506,335

2,
2
5
0

2
,6
5
0

5
0
0

2
,
5
0
0

1501,800 1,050300
2,7001,000 3,300

1
,
0
0
0

1
,
5
00

2,
4
9
5

3,
7
0
5

9
00

75
0

2
9
5

1
,8
0
0

1,
5
0
0

3
,
99
5

4,
9
0
0

3,
7
0
5

2
,
0
55

1
2
,6
0
0

1
,
50
0

1,
6
3
5

7
0

1
,6
3
5

1
,
9
60

3
,3
4
0

1
6
5

6
5

6
5

165
1,200 1,800 1,8001,000

150

7,000 2,850 7,950
17,800 1,000

150165
1,8001,800 3,400

2,850 7,9507,000
17,800 1,000

1
,0
0
0

1,200

7
,
7
00

4,
9
0
0

1
,
50
0

400

4
0
0

500

1
,
0
0
0

1
,
5
00

2,
4
9
5

3,
7
0
5

500 500

5
0
0

5
0
0

50
0
5
00

1,600 6256251,600625 625

25(1階天井)

40(1階天井)

25(1階天井)

40(1階天井)

 D
 

40

スラブ面で接続

スラブ面で接続

C

, CC

 
R
 

 
D
 

 
R
 

 
R
 

 R
 

 R
 

C , C

,C C

C

 D
 

40

スラブ面で切断

スラブ面で切断

 R
 

 R
 

C , C

25 25

9.5φ

液　管

6.4φ

E

記 号

B

A

C

D

15.9φ

12.7φ

ガス管

19.1φ9.5φ

9.5φ

6.4φ 9.5φ

25.4φ

備考 空調個別リモコンＲ

凡例

空調配線リスト

EM-CEES 1.25゜-2C ×1 (コロガシ) リモコン配線

冷媒管リスト

9.5φ

液　管

6.4φ

E

記 号

B

A

C

D

15.9φ

12.7φ

ガス管

19.1φ9.5φ

9.5φ

6.4φ 9.5φ

25.4φ

※渡り配線及びパッケージ型空調機・ルームエアコンの
　電源渡り線は冷媒配管共巻とする。

備考 Ｒ

凡例

空調配線リスト

EM-CEES 1.25゜-2C ×1 (コロガシ)

※露出立下げ部は、メタルモールＡ型を使用する。

※天井内は、ケーブルコロガシとする。

冷媒管リスト

空調個別リモコン(2個用スイッチボックス共)

※壁内立下げは合成樹脂製可とう電線管(PF管)を使用する。

(改修前・後)空調設備　2階平面図

 D  D 

 
R
 

 
D
 

 
R
 

 
R
 

※渡り配線及びパッケージ型空調機・ルームエアコンの
　電源渡り線は冷媒配管共巻とする。

Ｒ

Ｒ

ACP

K2

【撤去・処分】

ACP

K2

【撤去・処分】

ACP

4

ACP

4

Ｒ

Ｒ

【新設】

【新設】

―　特記補足事項　―

・撤去施工前に調査を充分に実施し、結果を監督員に報告すると共に、

　設計図書と異なる場合には監督員と協議後、施工に当たる事。

切断箇所を示す

凡例

既存存置を示す撤去部分を示す

1.

2.

注記

は存置部分を示す。

は撤去部分を示す。

は既設配管切断を示す。3.

凡例

接続箇所を示す

存置再使用を示す改修部分を示す

注記

1.

2.

3. は既設配管接続を示す。

は存置再使用部分を示す。

は改修部分を示す。

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事

※仕様は、EM-EEF 2.0mm-3C＋IE1.6とする。 ※仕様は、EM-EEF 2.0mm-3C＋IE1.6とする。



展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ改修前 改修後

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

工事名

図面名

担当者

尺
縮

 Ｎｏ．

承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151令和８年１月

（A1）1：100
（A3）1：200

1級建築士　第 243545 号　大月　始

M-11

1 2 3

1 2 3

D

A

B

C

D

B

C

Y1

Y2

X1 X2

Y2

Y1

A

D

A

B

C

D

B

C

1 2 3

1 2 3

7,0001,000 2,850

7,0001,000 2,850
1,000

1
2
,6
0
0

1
,0
0
0

7
,
7
00

1
2
,6
0
0

7
,
7
00

1
,0
0
0

4,
9
0
0

1
,
50
0

4
,9
0
0
7
5
0

2
,6
5
0

130

3,3002,7001,000

1
,
50
0

4,
9
0
0

7
5
0

2,
2
5
0

2
,6
5
0

1
2
,6
0
0

1
,0
0
0

1
,
50
0

7
,
7
00

1
2
,6
0
0

1
,
50
0

7,0001,000

7,0001,000

2,850

7
,
7
00

2,850 700

1
,0
0
0

4,
9
0
0

1,000

4,
9
0
0

500

5
0
0

1,
0
0
0

5
0
0

1,
0
0
0

500500500

5
00

50
0

5
00

50
0

500 500

C , C

C , C C , C

9.5φ

液　管

6.4φ

E

記 号

B

A

C

D

15.9φ

12.7φ

ガス管

19.1φ9.5φ

9.5φ

6.4φ 9.5φ

25.4φ

備考 空調個別リモコンＲ

EM-CEES 1.25゜-2C ×1 (コロガシ) リモコン配線

9.5φ

液　管

6.4φ

E

記 号

B

A

C

D

15.9φ

12.7φ

ガス管

19.1φ9.5φ

9.5φ

6.4φ 9.5φ

25.4φ

※渡り配線及びパッケージ型空調機・ルームエアコンの
　電源渡り線は冷媒配管共巻とする。

備考 Ｒ

EM-CEES 1.25゜-2C ×1 (コロガシ)

※露出立下げ部は、メタルモールＡ型を使用する。

※天井内は、ケーブルコロガシとする。

空調個別リモコン(2個用スイッチボックス共)

※壁内立下げは合成樹脂製可とう電線管(PF管)を使用する。

(改修前・後)空調設備　R階平面図

※渡り配線及びパッケージ型空調機・ルームエアコンの
　電源渡り線は冷媒配管共巻とする。

【撤去・処分】

【撤去・処分】 【新設】

―　特記補足事項　―

・撤去施工前に調査を充分に実施し、結果を監督員に報告すると共に、

　設計図書と異なる場合には監督員と協議後、施工に当たる事。

凡例

1.

2.

は存置部分を示す。

は撤去部分を示す。

は既設配管切断を示す。3.

凡例

1.

2.

3. は既設配管接続を示す。

は存置再使用部分を示す。

は改修部分を示す。

※仕様は、EM-EEF 2.0mm-3C＋IE1.6とする。 ※仕様は、EM-EEF 2.0mm-3C＋IE1.6とする。

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事

C , C

【新設】

(改修前)空調設備　R階平面図 S=1/100 (改修後)空調設備　R階平面図 S=1/100

 R
 

 R
 

 R
 

 R
 

凡例

空調配線リスト

冷媒管リスト 凡例

空調配線リスト

冷媒管リスト

ACP

4

ACP

4

ACP

K2

ACP

K2

切断箇所を示す

既存存置を示す撤去部分を示す

注記 接続箇所を示す

存置再使用を示す改修部分を示す

注記

H
1

H
2

ｺﾞﾑｼｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ150□

L-40×40×3
(SUS)

配管架台要領図　S=---

W

W：300　H1：150　H2：250 個数 2組

配管架台 2組



　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

工事名

図面名

担当者

尺
縮

 Ｎｏ．

承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151

M-12
令和８年１月

（A1）-
（A3）-

1級建築士　第 243545 号　大月　始

改修前

改修後

記号 名称 仕様

電動機

台数 設置場所 備考
電源

相-電圧

(φ-V)

ｋW 起動

FE-K1 壁換気扇 型 式 ： 壁換気扇　電気式シャッター　樹脂製ウエザーカバー 1-100 1 1階 和室

能 力 ： 羽根径25cm　

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 350×150×350H　　2.8ｋｇ

FE-K2 壁換気扇 型 式 ： 壁換気扇　電気式シャッター　樹脂製ウエザーカバー 1-100 1 1階 小研修室

能 力 ： 羽根径30cm　

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 400×150×400H　　2.9ｋｇ

FE-K3 壁換気扇 型 式 ： 壁換気扇　電気式シャッター　樹脂製ウエザーカバー 1-100 1 1階 図書兼資料展示室

能 力 ： 羽根径30cm　

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 400×150×400H　　2.9ｋｇ

FE-K4 壁換気扇 型 式 ： 壁換気扇　電気式シャッター　樹脂製ウエザーカバー 1-100 1 1階 便所（女)

能 力 ： 羽根径30cm　

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 400×150×400H　　2.9ｋｇ

FE-K5 壁換気扇 型 式 ： 壁換気扇　電気式シャッター　樹脂製ウエザーカバー 1-100 1 1階 便所（男)

能 力 ： 羽根径30cm　

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 400×150×400H　　2.9ｋｇ

FE-K6 壁換気扇 型 式 ： 壁換気扇　電気式シャッター　樹脂製ウエザーカバー 1-100 1 1階 調理実習室

能 力 ： 羽根径25cm　

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 350×150×350H　　2.8ｋｇ

FE-K7 天井換気扇 型 式 ： 天井換気扇　台所用　鋼板製 1-100 1 1階 試食コーナー

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 450×450×300H　　8.9ｋｇ

FE-K8 壁換気扇 型 式 ： 壁換気扇　電気式シャッター　樹脂製ウエザーカバー 1-100 1 1階 試食コーナー

能 力 ： 羽根径30cm　

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 400×150×400H　　2.9ｋｇ

FE-K9 壁換気扇 型 式 ： 壁換気扇　電気式シャッター　樹脂製ウエザーカバー 1-100 2 2階 研修室

能 力 ： 羽根径30cm　

概 略 寸 法 ・ 概 略 質 量 ： 400×150×400H　　2.9ｋｇ

記号 名称 仕様
風量

(m3/h)

静圧

(Pa)

動力

操作
騒音

(dB)
台数 設置場所 備考・参考型番(三菱電機)

電源

相-電圧

定格

出力

電力
起動

方式
(φ-V) (W)

FE-1 壁換気扇 仕 　 様 ： 25ｃｍ 格子タイプ　電気式シャッター (強) 600 10 1-100 38 直入 手動 43 1 1階 和室 EX-25SC4

付 属 品 ： 24時間換気スイッチ(強弱切替付),25cm用ウエザーカバー(SUS製,防鳥網),その他標準付属品共 (弱) 100 5 14 26 24時間換気スイッチは電気設備に支給

FE-2 壁換気扇 仕 　 様 ： 20ｃｍ 格子タイプ　電気式シャッター 150 10 1-100 12.5 直入 手動 33.5 1 1階 倉庫 EX-20LK9-C

付 属 品 ： 20cm用ウエザーカバー(SUS製,防鳥網),その他標準付属品共

FE-3 壁換気扇 仕 　 様 ： 25ｃｍ 格子タイプ　電気式シャッター (強) 450 10 1-100 38 直入 手動 43 1 1階 図書兼資料展示室 EX-25SC4

付 属 品 ： 24時間換気スイッチ(強弱切替付),25cm用ウエザーカバー(SUS製,防鳥網),その他標準付属品共 (弱) 50 5 14 26 24時間換気スイッチは電気設備に支給

FE-4 天井扇 仕 　 様 ： DCブラシレスモーター オール金属タイプ　24時間換気機能付　接続径：150φ (強) 400 100 1-100 38 直入 手動 49.5 1 1階 調理実習室 VD-20ZV6

付 属 品 ： 24時間換気スイッチ(強弱切替付),深形ベンドキャップ(SUS,防鳥網)150φ,その他標準付属品共 (弱) 100 20 4.5 29.5 24時間換気スイッチは電気設備に支給

FE-5 壁換気扇 仕 　 様 ： 25ｃｍ 台所用　電気式シャッター 400 10 1-100 26 直入 手動 37.5 1 1階 調理実習室 EX-25EMP9

付 属 品 ： 25cm用ウエザーカバー(SUS製,防鳥網),その他標準付属品共

FE-6 壁換気扇 仕 　 様 ： 25ｃｍ 格子タイプ　電気式シャッター 400 10 1-100 26 直入 手動 37.5 1 1階 便所(女) EX-25EK9-C

付 属 品 ： 25cm用ウエザーカバー(SUS製,防鳥網),その他標準付属品共

FE-7 壁換気扇 仕 　 様 ： 25ｃｍ 格子タイプ　電気式シャッター 300 10 1-100 26 直入 手動 37.5 1 1階 便所(男) EX-25EK9-C

付 属 品 ： 25cm用ウエザーカバー(SUS製,防鳥網),その他標準付属品共

FE-8 パイプファン 仕 　 様 ： 角形格子グリル　接続径：200φ　電気式シャッター 150 10 1-100 13 直入 手動 37 1 1階 多目的WC V-20PXS5

付 属 品 ： 深形ベンドキャップ(SUS製,防鳥網)200φ,その他標準付属品共

FE-9 壁換気扇 仕 　 様 ： 30ｃｍ 格子タイプ　電気式シャッター (強) 900 10 1-100 48 直入 手動 42.5 2 2階 研修室 EX-30SC4

付 属 品 ： 24時間換気スイッチ(強弱切替付),30cm用ウエザーカバー(SUS製,防鳥網),その他標準付属品共 (弱) 100 5 17.5 24 24時間換気スイッチは電気設備に支給

OA-1 給気口 仕 　 様 ： 給気グリル　フィルター付　風量調整付　接続径：200φ 300 2 1階 和室 P-23GLF6

付 属 品 ： 深型ベンドキャップ(SUS製,防鳥網)200φ,その他標準付属品共

OA-2 給気口 仕 　 様 ： 給気グリル　フィルター付　風量調整付　接続径：200φ 300 2 1階 図書兼資料展示室 P-23GLF6

付 属 品 ： 深型ベンドキャップ(SUS製,防鳥網)200φ,その他標準付属品共

OA-3 給気口 仕 　 様 ： 給気グリル　フィルター付　風量調整付　接続径：200φ 500 2 1階 調理実習室 P-23GLF6

付 属 品 ： 深型ベンドキャップ(SUS製,防鳥網)200φ,その他標準付属品共

OA-4 給気口 仕 　 様 ： 給気グリル　フィルター付　風量調整付　接続径：150φ 150 1 1階 多目的WC P-18GLF6

付 属 品 ： 深型ベンドキャップ(SUS製,防鳥網)150φ,その他標準付属品共

必要換気回数： 0.3 回/h以上

階 室   名

床面積
換気回数による 人員による風量 有効換気量 ｶﾞｽによる風量

風量
換気種別

決定風量
排気 給気 シックハウス

天井高 室容積 回数 風量
在室人員 1人当り 風量 1人当たり 燃料消費量（発熱量） 理論排ｶﾞｽ量 風量

仕様 機器番号

排気量

台数 仕様 機器番号

給気量

台数

必要 設計 換気

Af 床面積より 実人員 風量 占有面積 V=20Ａf/N Q Q k　m3/kW・h V=40kQ 排気量 外気量 計 1台当り 機外静圧 計 1台当り 換気量 換気量 回数 可否

㎡ mH ｍ3 回/H m3/h (人/㎡) (人/室) （人） m3/h･人 m3/h N（m2） m3/h kW・h （kcal/H）（m3/kcal） m3/h m3/h m3/h m3/h m3/h m3/h・台 Pa m3/h m3/h・台 m3/h m3/h 回/h

E:40

1

和室 37.33 2.40 89.6 2.0 179 0.50 19 30 570 2 380 570 第3種 600 600 壁換気扇 FE- 1(24H) 600 600 10 1 壁付給気口 OA- 1 600 300 2 27 100 1.12 O.K.

倉庫 8.54 2.60 22.2 5.0 111 111 第3種 150 150 壁換気扇 FE- 2 150 150 10 1 PASS
ドアガラリ

(建築工事)

図書兼資料展示室 27.23 2.60 70.8 2.0 142 0.50 14 30 420 2 280 420 第3種 450 450 壁換気扇 FE- 3(24H) 450 450 10 1 壁付給気口 OA- 2 600 300 2 21 50 0.71 O.K.

事務室 9.69 2.60 25.2 既設再使用

調理実習室(人員・24換気・火気使用(5号瞬間湯沸器))

11.77 2.60 30.6

2.0 61 0.70 9 30 270 1 180 10.50 0.93000 391 391 第3種 400 400 天井扇 FE- 4(24H) 400 400 100 1

壁付給気口 OA- 3 800 400 2

9 100 3.27 O.K.

調理実習室(火気使用(2口コンロ)) 8.60 0.93000 320 320 第3種 400 400 壁換気扇 FE- 5 400 400 10 1

便所(女) 14.42 2.60 37.5 10.0 375 375 第3種 400 400 壁換気扇 FE- 6 400 400 50 1 既設ガラリ 外気

便所(男) 11.00 2.60 28.6 10.0 286 286 第3種 300 300 壁換気扇 FE- 7 300 300 50 1 ガラリ 外気

多目的WC 5.51 2.60 14.3 10.0 143 143 第3種 150 150 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ FE- 8 150 150 50 1 壁付給気口 OA- 4

2 研修室 81.20 2.80 227.4 2.0 455 0.70 57 30 1,710 1 1,140 1,710 第3種 1,750 1,750 壁換気扇 FE- 9(24H) 1,800 900 150 2 2 68 200 0.88 O.K.

撤去　機器表

改修後　機器表

換気計算書

(改修前・後)換気設備　機器表・計算書

OA-5 給気口 仕 　 様

付 属 品

： 給気グリル　フィルター付　風量調整付　接続径：200φ

： 深型ベンドキャップ(SUS製,防鳥網)200φ,その他標準付属品共

2

壁付給気口 OA- 5

150 150

2階 研修室 P-23GLF6

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事



改修前 改修後 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

工事名

図面名

担当者

尺
縮

 Ｎｏ．

承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151

M-13
令和８年１月

（A1）1：100
（A3）1：200

1級建築士　第 243545 号　大月　始
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600m3/h

300m3/h*2

150m3/h
DG(既設)

300m3/h×2

450m3/h

(上下二段設置)

400m3/h

400m3/h*2

(上下二段設置)

400m3/h

窓ガラリ(既設)

400m3/h

300m3/h

ガラリ(新設)(建築工事)

150m3/h

【撤去】

【撤去】

【撤去】 【撤去】 【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

※ ：24時間換気機器を示す。

(改修前・後)換気設備　1階平面図

VC200φ

VC200φ

VC200φ×2

VC150φ

VC150φ(上部)
VC200φ(下部)

VC200φ

記号 サイズ 数量

1.

2.

は既設配管切断を示す。3.

は存置部分を示す。

は撤去部分を示す。

1.

2.

3. は既設配管接続を示す。

は存置再使用部分を示す。

は改修部分を示す。

4. は機械ハツリ(ダイヤ穴あけ)を示す。

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事

(改修前)換気設備　1階平面図 S=1/100 (改修後)換気設備　1階平面図 S=1/100

OA

1 × 2

ガラリ閉塞(建築工事)ガラリ既設再使用

既設開口再使用

既設再使用

FE

K1

FE

K2

FE

K3

FE

K4

FE

K5

FE

K6

FE

K7

FE

K8

VU200,VU200

既設開口再使用

VU200×2
VU150

VU200

既設開口再使用

 EA 150φ

150φ

天井換気扇既設再使用 天井換気扇既設再使用

150φ

 EA 
150φ(RW50t巻き)

ウエザーカバー25cm(SUS,防鳥網)

ウエザーカバー20cm(SUS,防鳥網)

アルミパネル(建築工事)に設置

ウエザーカバー25cm(SUS,防鳥網) ウエザーカバー25cm(SUS,防鳥網)

ウエザーカバー25cm(SUS,防鳥網)

ウエザーカバー25cm(SUS,防鳥網)

アルミパネル(建築工事)に設置

機械ハツリ(ダイヤ穴あけ)集計表

k1 φ180(壁面) 2

k2 φ230(壁面) 6

k1

k1

k2 ×2

k2 ×2

k2

k2

切断箇所を示す

凡例

既存存置を示す撤去部分を示す

注記

―　特記補足事項　―

・撤去施工前に調査を充分に実施し、結果を監督員に報告すると共に、

　設計図書と異なる場合には監督員と協議後、施工に当たる事。

凡例

接続箇所を示す

存置再使用を示す改修部分を示す

注記

FE

7

OA

4

FE

8

FE

5

FE

4

OA

3 × 2

FE

6

FE

3

OA

2 × 2

FE

2

FE

1

**

*

ＥＶ
（11人用）



(改修前)換気設備　2階平面図 S=1/100 (改修後)換気設備　2階平面図 S=1/100

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ改修後改修前

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

工事名

図面名

担当者

尺
縮

 Ｎｏ．

承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151令和８年１月

（A1）1：100
（A3）1：200

1級建築士　第 243545 号　大月　始
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VU200,VU200

※ ：24時間換気機器を示す。

ウエザーカバー25cm(SUS,防鳥網)

ウエザーカバー25cm(SUS,防鳥網)

(改修前・後)換気設備　2階平面図

VC200φ

VC200φ

―　特記補足事項　―

・撤去施工前に調査を充分に実施し、結果を監督員に報告すると共に、

　設計図書と異なる場合には監督員と協議後、施工に当たる事。

切断箇所を示す

凡例

既存存置を示す撤去部分を示す

1.

2.

注記

は存置部分を示す。

は撤去部分を示す。

は既設配管切断を示す。3.

凡例

接続箇所を示す

存置再使用を示す改修部分を示す

注記

1.

2.

3. は既設配管接続を示す。

は存置再使用部分を示す。

は改修部分を示す。

k2 ×2

機械ハツリ(ダイヤ穴あけ)集計表

記号 サイズ 数量

k1 φ180(壁面) -

k2 φ230(壁面) 2

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事

FE

9

900m3/h

FE

9

【撤去】

FE

K9

FE

K9

OA

5 × 2

**

*



(改修前)ガス設備　1階平面図 S=1/100 (改修後)ガス設備　1階平面図 S=1/100

改修前 改修後 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

工事名

図面名

担当者

尺
縮

 Ｎｏ．

承認 検図課長 課長補佐 係長 課員 製図

1級建築士事務所　（県）第1671号

株式会社　ベン建築設計

〒700-0811
岡山市北区番町1丁目1-6
TEL　086-231-3151

M-15
令和８年１月

（A1）1：100
（A3）1：200

1級建築士　第 243545 号　大月　始
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32(天井)

25(天井)25(天井)

20(天井)

GC25(調理室)

GC25(暖房用)【撤去】

(天井)
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G
 

 G 

 
G
 

 
G
 

 G 

GC32

32

25,25

20

20

25(天井)

20

25(天井)

20

20
25(天井)

20(ピット内)

20

20

暖房用ガス配管天井面で撤去・プラグ止

ガスコック
【撤去】

ガスコック
【撤去】

ガスコック
【撤去】

ガスコック

【撤去・プラグ止】

ガスコック
【撤去】

ガスコック

【撤去】

25(天井)
 G 

20

32(天井)
 G 

 
G
 

プラグ止

プラグ止

(改修前・後)ガス設備　1階平面図

GC32

 
G
 

32

Ｇ
Ｍ

25(天井)

20

ガスコック(1口)

ガスコック(1口)×4
【撤去】

【撤去】

ガスコック(1口)×2

切断箇所を示す

凡例

既存存置を示す撤去部分を示す

1.

2.

は既設配管切断を示す。3.

注記

は存置部分を示す。

は撤去部分を示す。
―　特記補足事項　―

・撤去施工前に調査を充分に実施し、結果を監督員に報告すると共に、

　設計図書と異なる場合には監督員と協議後、施工に当たる事。

凡例

接続箇所を示す

存置再使用を示す改修部分を示す

注記

1.

2.

3. は既設配管接続を示す。

は存置再使用部分を示す。

は改修部分を示す。

WHG

1

本　　　社

倉敷営業所 倉敷市中央１丁目２７番２０号

岡山ガス株式会社

赤磐営業所 赤磐市桜が丘西９丁目２４番－１

岡山市桜橋１丁目１番１号

設　計検　図承　認

令和　　　年　　　　月

20(ﾋﾟｯﾄ内)

20(ﾋﾟｯﾄ内)

岡山市人権啓発センター屋上・外壁ほか改修に伴う機械設備工事

（11人用）
ＥＶ

【新設】


